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労働にともなう音楽
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音楽の原点

音楽は本来 ひとの暮らしの苦しみをやわらげ

祈りを助け その中に喜びを生みだすもの
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音楽の普遍性と個別性

・音やリズムの生理的影響

・情動との直接的な相互性

・投影性

・精神性と身体性の相互性

普遍性

個別性
・個人の生活史における特別な

ライフイベントとの深い関連



無意識的行動 意識的行動

舞 踏

ノンバーバル バーバル知性化 客観化

音楽の伝え表し（表現様式）

造形・描画

文 学

音 楽

身体による表現

ジェスチャーなど手による表現

絵など視覚的表現

音･リズム・音楽による表現

言語表現

音楽は身体的な表現
から言語的な表現ま
で幅広い表現様式を
もっています
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Weakness model Strength model

ストレングスモデル
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失ったものを追い求めずに

今あるものを活かす

あれもだめ これもできない から

こうしてもいい 何とかなる

やってみよう
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どのように
考えていますか？
療法として用いる場合こう
したことを考える必要があ
りますが、とらわれすぎて
視野が狭くなると、本来音
楽を使うという意味がみえ
なくなることがあります。


